
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

B352

熱帯林生態系にお け る炭素循環の パ ラ メタ リゼ ー シ ョ ン

蒲生稔 （産総研 〉，石 田厚 （森林総研），藤間 剛 （CIFOR），Samreong　Panuthai，Sapit　Diloksu皿pun，

　　　　　Phanu皿ard 　Ladpala（タイ森林局），
Warsudl（熱帯降 雨林研究 セ ン ター）

　森林 群落 に お け る CO2吸 収 量 を 気象値な どで 表 わ す （パ ラ メ

タ化） こ とに は 、 以 下 の 3点 の 必要性 が 考え られ る。 ひ とつ

に は、モ デ リ ン グで もある が、パ ラ メタ 化 に よ り森林生 態系

の 物質生 産
・循 環の 機構 が 理 解 しや す くな り、そ れ に よ り、

物質生 産 の環境 に 対する 応答 を予 測で きる ように なる と期待

さ れ る。ま た、観測 サ イ トご との 比 較が 可能 に な る 。 2つ に

は ルーチ
．
ン 気象観測 と 、 衛星 画 像 に よる植 生情報 との 組み 合

わ せ か ら 広 域の 物 質生産を予測する と き、この パ ラ メタ化 が

役立 つ 。3 つ に は、CO2フ ラ ッ ク ス 観 測 の 欠 測時の 補間方 法 と

して 使 え る 。 森林群落 の 生 態系で は まず、光合成速度 と生態

系呼 吸 R
，。 （植物呼吸 Raと非 植 物 呼 吸Rhの 和）の パ ラ メタ化が

必要で あ る 。

　生態系純生産 量NEP、炭素輸送 量 Fc、　CO2貯 留 変化量、生態

系純交換量 NEEは 図 1 の よ うな 関係 に あ る。観測で 求 ま る F。＋
S、を生態系純交換量 NEEと し、群落の 物質循環の 概念か ら表わ

さ れ るNEP と区別 して い る。水平 に
一
様 な 理想的な場 で の み 、

NEE＝−NEPとな る 。 光合成 の な い 夜間はNEE＝Recが 成 立 す る 。 夜

間 の 気温TとRecの 関係式Rec（T）を求め、こ の関係式が日中に も

成 立 す る と考 え る と、GPP；−NEE＋Re
、
（T）か らGPPを算定 で き る。

こ れ は、気温 の 季節変化 が大 きい 中高緯度帯で 適用で きて、

多 くの 研究が な され て い る。気温の 年間の 変動幅が 5度 に も

満たな い 熱帯多雨林帯と、土壌 の 乾燥度が R
。
あ る い は Rhに 影

響の 大 き い 熱帯季節林 で は、Recは温度の み で は決定で きな い

など、 熱帯域 の Rceの パ ラ メタ 化 は 今後 の 研 究課題で あ る。

　個 葉 レ ベ ル で の 光強度 卜 光合成P曲線は図 2 の よ う に初期

勾配 （量子収率 φ） と光 飽 和 時 の 最大光合成速度Pmax、非直

角双 曲線 の 凸度 θお よ び 暗呼吸 速度Rの 4 パ ラ メータ で 表現

で き る （web 　彦坂、光合成 の 生 理 生態学講座） 。 弱光時に

は 光合成速度は 光強度 の み に 律速 され、光飽和時 に は 光合成

速度は温度、COzme度 、 光合成反 応 を担うタン パ ク質の 量 （葉

の 窒素 含量 と高 い 相 関 ）、土 壌水分、飽差 な どに律速されて

い る 。 こ こ で は 、 個 葉の 光合成の 生理生態学研究の 成果の 群

落光合成へ の 適用 あ るい は ア ナ ロ ジーと して 考え る 。 光合成

速度は 総生 産GPPと して 、光強度 を受 光 量 APAR、暗呼吸速度R
を生態 系呼吸Recと表現 して み る。

　 熱 帯常緑 季節林の サ ケ ラートサ イ トで の 雨季 と乾 季 の 観測

値 と適応させ た曲線 を 図 3 ， 4 に示 す 。 こ こ で は、夜 間 の Rec

は 第
一

近似 と して 、日 出、あ る い は 日没 時 のNEEの 値 に 等 し

い とし（そ の 値 をRec
。とする ）、日中 は 10度上昇すれ ば、　Recは

2倍 に な る と仮定 した。年 間 を 通 したGPP−APAR曲線 を図 5 に

示 す ．乾期雨期そ れ ぞれ の 初 期 は 遷移期に な っ て い る 。 乾期

初期は連 日晴天が 続 くの で 、GPPの 積算値は 大 きい 。 熱帯 落

葉季節林 （メ ク ロ ン ）、熱帯多雨林 （若齢二 次林、ブキ ッ ト

ス ハ ル ト）の パ ラ メ タ化 つ い て も考察する 。 （サ イ トの 紹介

｝まhttp二11staff．aist ．go．jp！old −ga皿 o／）

髄

砺

醐
詬

箔
ゐ

鴻

5

 

　

　

（

耄
3

茜

野
　
32

　
25

　
凶

　
15

　

旧

【

耋
o

∈
 ）
佳
σ

K
ヘヘ
ム
へ・．
8

劇

慧
钁
ぎ

劇

騒
枢
窶
賑
鞭
蚓

豊
鯉

o 6

晶
Is

匠

畿

NEE

GPPNEP

APAR ｛1CO（μ r   笥

i1田

GPP ’Ree＝NEP 　　　R
 

嵩Ra＋Rh　NPP ヒ GPP −Ra
NPP ・Rh＝NEP 　　　NPP ＝△ B ＋L＋ C
−Fじ＋Rh

＝NPP ＋S
，　 F。＋ Sc＝・NPP ＋Rh

FG＋S
。

＝NEE 　NEE ＝・NEP 　F
。

＝ NEP

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ロ

（

選
δ
Q

辜
3
匹

麺
楼

槃

光・光合成曲線　 　 　 　 　 図 2

　 　 　 　 　 最大光合成速fiPmax
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